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荒川消防署管内 平成２３年中の火災概要 
 ⑴ 火災件数 

 平成２３年中の火災件数は５０件で、前年と比較すると３件増加しています。焼損床面積は８８

４㎡で前年の２７８㎡から大幅に増加しました。 

  (図１参照) 
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焼損床面積 548 330 424 465 641 160 140 234 278 884

火災件数 61 60 64 63 74 53 55 68 47 50
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 ⑵ 死傷者 

 火災による死者は１人で、前年と比較すると１人の増加です。 

 傷者は２７人で、前年と比較すると１５人の増加となっています。（図２参照） 
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図 1 火災件数と焼損床面積の推移 

図２ 火災による死傷者の推移 
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⑶ 出火原因別火災状況 

 平成２３年中の火災を出火原因別にみると、第１位は「たばこ」の１４件で火災全体の 28％を占め、

以下「ガステーブル等」、「放火及び放火の疑い」（以下｢放火｣という。)が続いています。 

 なお、「放火」がトップの座を譲ったのは、平成１５年の「たばこ」に次いで２位になった時以来

となります。 

前年と比較すると、「放火」は４件減少し、「たばこ」は３件増加し、「ガステーブル等」は４件

増加しています。(表１参照) 

 

 

    表１  出火原因別火災件数 

平成 23年 

第 1位 第 2位 第 3位 

たばこ ガステーブル等 放火(疑い含) 

14件(28%) 9件(18%) 7件(14%) 

 

平成 22年 

第 1位 第 2位 第 3位 

放火(疑い含) たばこ ガステーブル等 

11件(23.4%) 11件(23.4%) 5件(10.6%) 

 

    なお、平成２３年中における火災の出火原因別内訳は以下のとおりです。 

 

たばこ 14件 火遊び 1件 

ガステーブル等 9件 タブレットＰＣ 1件 

放火(疑い含) 7件 延長コード 1件 

不明 5件 花火 1件 

電気ストーブ 2件 テレビの電源コード 1件 

白熱灯スタンド 2件 灯明 1件 

蛍光灯 2件 ネオン看板の配線 1件 

差し込みプラグ 1件 コンセント 1件 

 総計 50件 
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 ⑷ 住宅用火災警報器の奏効事例等 

   住宅用火災警報器が鳴動したもの（火災扱いにならなかった場合を含む）は表２のとおりです。 

 

 表２ 住警器鳴動事例 

件数 
火災 

程度 

住警器 

種 別 

設置 

場所 
鳴動概要等 

１ 部分焼 煙式 居室 

使用中の電気ストーブから出火し就寝中の居住者が負傷して

いる。 

近隣者が爆発音で火災に気付き 119 番通報したもの。住警器

は鳴動しているが発見が遅く延焼した。 

２ ぼ や 複合式 台所 
寝たばこにより布団が焼損したもの。近隣者が住警器の鳴動

音で火災に気付き通報及び初期消火実施。 

３ ぼ や 煙式 居室 

電気関係により出火、出火時不在。近隣者が住警器の鳴動音

で火災に気付き施錠されていない玄関から入り、通報及び初期

消火実施。 

４ 非火災 煙式 居室 
同共同住宅の居住者が住警器の鳴動音を聞き 119 番通報した

もの。蚊取線香の煙を感知したもので火災の事実なし。 

５ 非火災 煙式 居室 
近隣者が住警器の鳴動音を聞き 119 番通報したもの。煙霧消

毒の煙を感知したもので火災の事実なし。 

６ ぼ や 煙式 居室 

ガステーブルの使用放置、出火時不在。同共同住宅の居住者

が住警器の鳴動音を聞き 119 番通報したもの。施錠されていな

い玄関から入り初期消火実施。 

７ 非火災 煙式 台所 
ガステーブルの使用放置、出火時不在。近隣者が住警器の鳴

動音を聞き 119番通報したもの。非火災扱い。 

８ ぼ や 煙式 階段 
ガステーブルの使用放置、出火時就寝中。近隣者が住警器の

鳴動音を聞き 119 番通報したもの。 

９ 非火災 煙式 台所 
ガステーブルの使用放置、出火時不在。近隣者が住警器の鳴

動音を聞き 119番通報したもの。非火災扱い。 

10 ぼ や 複合式 台所 
たばこの不始末によりベッドが焼損。同建物居住者が住警器

の鳴動音で火災に気付き 119番通報したもの。 
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⑸ 荒川消防署開署以来の火災件数と焼損床面積等 

 

年別 
火災 

件数 

焼損 

床面積㎡ 
死者 

出火原因 

トップ 
年別 

火災 

件数 

焼損 

床面積㎡ 
死者 

出火原因 

トップ 

7 年 49 4,847   たばこ 50 年 84 686   放 火 

8 年 84 10,702   不 明 51 年 108 2,524  1 放 火 

9 年 91 7,898   放 火 52 年 67 652  2 放 火 

10 年 79 6,968   火 鉢 53 年 96 1,425   たばこ 

11 年 107 6,782   不 明 54 年 90 824  5 放 火 

12 年 96 7,900   不 明 55 年 85 1,789  1 放 火 

13 年 99 3,881   不 明 56 年 100 1,230  3 放 火 

14 年 91 12,345   たばこ 57 年 98 1,771   放 火 

15 年 110 14,137   不 明 58 年 70 1,157  1 放 火 

16 年 97 9,638   不 明 59 年 73 565  2 放 火 

17 年 99 9,118   不 明 60 年 70 1,125  2 放 火 

18 年 76 6,303   たばこ 61 年 95 643  4 放 火 

19 年 81 7,692   不 明 62 年 68 536  1 放 火 

20 年 28 3,098   不 明 63 年 68 765  1 放 火 

21 年 34 1,999   電熱器 元年 79 1,171  5 放 火 

22 年 45 4,844   電熱器 2 年 63 178   放 火 

23 年 42 3,763  1 煙 突 3 年 75 592  2 放 火 

24 年 47 7,550   煙 突 4 年 74 941  1 放 火 

25 年 41 960   機械器具 5 年 69 828  1 放 火 

26 年 67 2,188  1 たばこ 6 年 75 222   放 火 

27 年 128 3,429   煙 突 7 年 63 381  1 放 火 

28 年 162 4,079   かまど 8 年 63 749   たばこ 

29 年 162 10,758  3 たばこ 9 年 70 966  1 放 火 

30 年 164 9,750  1 たばこ 10 年 91 634   放 火 

31 年 211 8,190  4 たばこ 11 年 88 2,056  2 放 火 

32 年 244 9,567   たばこ 12 年 65 163  3 放 火 

33 年 267 4,937  3 たばこ 13 年 74 431   放 火 

34 年 232 5,522   たばこ 14 年 61 548  2 放 火 

35 年 309 5,111  1 たばこ 15 年 60 330  1 たばこ 

36 年 230 10,676  2 たばこ 16 年 64 424  3 放 火 

37 年 211 3,918   たばこ 17 年 63 465  1 放 火 

38 年 187 8,745  3 放 火 18 年 74 641   放 火 

39 年 187 2,815  3 放 火 19 年 53 160   放 火 

40 年 142 6,284  4 放 火 20 年 55 140 3 放 火 

41 年 161 4,563  3 たばこ 21 年 68 234 3 放 火 

42 年 135 3,084  5 たばこ 22 年 47 278  放 火 

43 年 133 2,942  1 放 火 23 年 50 884 1 たばこ 

44 年 139 5,082   たばこ      

45 年 196 7,212  8 放 火      

46 年 146 2,625  1 放 火      

47 年 112 3,951  7 たばこ      

48 年 130 1,948  3 たばこ      

49 年 86 1,472  5 放 火      

 


